
Ⅱ　学校教育





１．教育指導
　

（１）　平成２２年度　学校教育の指針

　立川市教育委員会の教育目標、基本方針並びに施策の方向を踏まえるとともに、学習指導要領

改訂に伴う移行措置期間の基本方針に基づき、生きる力の育成の基盤となる確かな学力と豊かな

心をはぐくむ教育の一層の充実を図ることが大切である。そのために、「確かな力　やさしい心　

個を輝かせ　社会のために」という教育目標・方針等に基づく学校教育の指針を示す。各学校に

おいては、市の目標・方針等並びに本指針を生かして、学校の教育目標や基本方針、指導の重点

等を編成し、創意ある学校経営を推進する。

【確かな力】
１　確かな力の育成を図る教育の推進（学習指導と健康教育の一層の充実）

　ア　確かな力を育成するための特色ある教育課程の編成

　児童・生徒の実態に基づき作成した授業改善推進プランを生かし、十分な授業時数の確保

や適正な授業内容の実施を行うとともに、土曜日や長期休業日等を活用した学校としての組

織を生かした弾力的で特色ある教育課程を編成する。

　イ　習熟度別の少人数指導など個に応じた指導による基礎・基本の確実な定着と知識・技能の習得

　体験的な学習や問題解決的な学習を積極的に取り入れた指導を行い、主体的な学びを育て

て個性を伸長し、自ら学び自ら考える力や学ぶ意欲を育成する。また、習熟度別の少人数指

導を適切に実施するとともに、発展的な学習・補充的な学習等により個に応じた指導を行い、

基礎的・基本的な学習内容の確実な定着と知識・技能の習得を図る。

　ウ　言語環境の整備と言語活動の充実

　児童・生徒の思考力、判断力、表現力をはぐくむために、知識及び技能の活用を図る学習

や探究活動を重視するとともに、言語に対する関心や理解を深め、言語に関する能力の育成

を図る上で必要な言語環境を整え、児童・生徒の言語活動の充実を図る。

　エ　ＯＪＴを生かした教員の資質向上

　保護者や市民の願いを受け止め、児童・生徒の可能性を最大限に伸ばすために、週ごとの

指導計画等を活用して学習のねらいを明確にした日々の授業の積み重ねを大切にすることを

通して、教員の指導力の一層の向上を図る。そのために、校内研究や校内研修、教育委員会

主催の各種研修等に積極的に取り組み、ＯＪＴを意図的・計画的に実施するなどして、指導

方法や教材・教具、評価の一層の工夫を図る。

　オ　読書活動と情報教育の推進

　知識を学び、感性を磨き、想像力を豊かなものにするために、市民と連携した読書活動を

奨励するとともに、学校図書館や学校図書館支援指導員等の利活用に基づく読書活動を推進
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する。また、コンピュータなどの情報機器に親しみ、情報モラルの向上と情報を適切に選択

し活用する能力の育成を図る。

　カ　小学校入学時の適応指導と幼・保・小・中の一貫した教育活動の充実

　幼・保・小の連携を通して、小学校入学期に個別の支援を把握するとともに、学校での集

団生活に適応できる指導を充実させる。また、小・中学校の連携教育活動を一層充実させ、

小学校教育の成果や課題を踏まえ、小・中学校９年間を見通した小中一貫教育ができるよう

にする。

　キ　健康づくりと学習の基盤づくりの充実

　家庭との連携・協力を大切にして、学習の基盤となる食や睡眠などの生活習慣の育成・定

着を図り、たくましく生きるための健康増進を図り体力を向上させるとともに、食育リー

ダーを中心に食育の推進を図る。

【やさしい心】
２　自他の生命を尊重し、やさしい心をはぐくむ教育の充実（人権教育、道徳教育の一層の充実）

　ア　基本的人権の尊重と人権教育の一層の推進

　児童・生徒に人権尊重の理念を正しく理解させ、自分の大切さとともに他の人の大切さを

認めることが実際の態度や行動に表れるようにする。そのために、人権教育の全体計画や年

間指導計画に基づき、全教育活動を通じて人権教育を一層推進するとともに、小中連携した

人権教育を進める。

　アー２　いじめのない豊かな人間関係の育成と道徳教育の充実

　家庭との連携を密にし、かかわりあい、認め合い、支え合いを大切にして、いじめのない

豊かな人間関係の育成に努める。そのために、道徳の授業を適正に実施するとともに、道徳

教育推進教師を中心として、教育活動全体を通して道徳教育の充実を図る。また、社会奉仕

体験活動等を通して自己有用感を高め、生命を大切にするなどの豊かな心の育成に努める。

　イ　問題行動の早期発見・早期対応と教育相談の充実

　信頼関係に基づいた教育の徹底を図り、家庭・地域等との連携を緊密にして毅然とした生

活指導体制を確立し、問題行動の早期発見・早期対応と未然防止に努める。いじめや不登校、

学級の荒れ等の解消を目指し、校内での指導体制を整えるとともに、学校教育サポートセン

ターとの連携や学校・学級特別指導員の活用、スクールカウンセラーやハートフルフレンド

等の教育相談活動を生かし、組織的かつ継続的な指導を充実させる。

　ウ　安全教育の徹底と事故防止

　交通安全、防災、不審者及び不審電話への対応など、児童・生徒の安全の徹底を図るとと

もに、児童・生徒の視点に立った地域安全マップを作成したり、具体的な対処法を学習した

りする等の体験的な活動を取り入れた実践的指導を行う。施設・設備の安全管理に努めると
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ともに、情報機器などにおける個人情報の適正な管理の習慣化を図り、事故防止の徹底に努

める。

【個を輝かせ】
３　よさを伸ばし、個を輝かせる教育の充実

　ア　一人一人の児童・生徒のニーズに合った教育の充実

　教育相談員、学校・学級特別指導員、特別支援教育支援員、通訳協力員、学生支援員、イ

ンターン学生等の活用や個別指導計画等の作成、巡回相談や巡回指導等の活用により、支援

を必要とする児童・生徒や外国から来た児童・生徒の教育的ニーズに応じた適切な指導を心

がける。適応指導教室等との連携や登校支援員の活用、個別適応計画書の作成等を通して、

不登校児童・生徒の学校不適応に応じた教育の充実を図る。また、交流教育を積極的に推進

し、障害や外国への正しい認識を育成し、共に生きる意識と態度を育てる。

　イ　国際理解教育の推進

　日本の文化や伝統についての理解や愛情を深め、異なる文化や伝統を尊重する教育を充実

するとともに、多文化共生への理解を深める。また、外国人英語指導員等の活用により、国

際社会に生きる日本人としての自覚を促し、表現力及びコミュニケーション能力を養い、進

んで国際社会に参加、協力する能力と態度を養う。

　ウ　キャリア教育の充実・推進

　児童・生徒自身が自らの生き方を考え、自らの能力や適性を正しく理解し、進路を選択す

ることができるようにする。そのために、職場訪問や職場体験学習等を積極的に行い、一人

一人の興味・関心、能力、適性等を尊重したキャリア教育を計画的に推進し、発達段階に応

じた望ましい勤労観・職業観をはぐくむ。

　エ　クラブ活動・部活動等の充実と推進

　クラブ活動や部活動の実施による学校生活の充実を図り、生涯にわたり、スポーツ、文化、

科学、芸術に親しんだり追究したりする資質や能力を高める。また、学年や学級を超えては

ぐくまれる人間関係を通して、自主性、協調性、責任感や連帯感等を育て、生きる力を培う。

　オ　市民力との協働を生かしての特色ある学校づくりの推進

　学習支援者や市民、学生のボランティアの活用等により、保護者や地域社会の教育への参

画と開かれた学校づくり等を推進するとともに、学校、家庭、地域の相互の連携・協力を生

かした教育を推進する。そして、市民と連携して特色ある学校づくりを推進する。
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【社会のために】
４　生き方を考え、社会のために役立とうとする意識をはぐくむ教育の充実

　ア　家庭や地域と協力しての社会性の育成

　家庭と連携して、集団生活や社会生活のルールやマナーを身に付け、権利と義務、自由と

責任についての認識を深め、規範意識を醸成し公共心を育成する。また、多様な人々との交

流を通して、豊かな社会性とともに、自らの生き方を考えるような教育を充実させる。

　イ　体験的な活動を生かして社会に貢献する精神や生き方を考える力、実践力の育成

　総合的な学習の時間等を組織的、計画的に実施し、地域の特色を生かして市民と連携して

の勤労生産的な活動、自然体験や福祉体験、ボランティア体験、育児体験、環境教育、もの

づくりなどを充実させ、体験を通して社会に貢献する精神をはぐくみ、自ら考える力や実践

力を育成する。

　ウ　郷土意識の育成

　郷土のすぐれた文化や伝統を大切にし、すすんで地域の行事や活動に参加するとともに、

学校及び地域環境の美化活動に努め、郷土や地域を愛する心情や態度を養う。

　エ　自己評価や学校関係者評価、学校評議員制度等を生かしての開かれた学校づくりの推進

　家庭や地域社会と学校とが信頼で結ばれ、社会全体で子どもを見守り、教えはぐくむ体制

づくりを目指す。そのために、学校経営計画を周知するとともに、学校評議員制度や学校評

価（自己評価、学校関係者評価等）を学校改善に生かす。また、授業公開や立川教育フォー

ラム、人権教育推進イベント等を実施し、市民との連携を通して、保護者や地域社会の教育

への参画と開かれた学校づくりを推進する。
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（２）　平成２２年度学校別教育目標

①小学校

教　育　目　標学　校　名教　育　目　標学　校　名

・思いやりのある子の育成
・よく考える子の育成
・たくましい子の育成

けやき台小学校

・自分で考え行動する子
・心豊かで思いやりのあ
る子
・体をきたえ元気な子

第一小学校

・思いやりのある子ども
・自分の考えをもつ子ども
・健康で明るい子ども

西砂小学校

・健康で明るい子
・進んで学習する子
・心豊かで思いやりのあ
る子

第二小学校

・元気な子
・考える子
・思いやる子
・がんばる子

南砂小学校
・健康でたくましい子
・思いやりのある子
・よく考え実行する子

第三小学校

・心豊かな子
・自分の考えをもつ子
・元気な子

若葉小学校

・心身ともにすこやかな子ども
・根気強くやりぬく子ども
・よく考えくふうする子ども
・なかよく助け合う子ども

第四小学校

・自分で考え行う子ども
・ねばり強くやりぬく子ども
・なかよく力を合わせる子ども
・心と体をきたえる子ども

幸 小 学 校

・思いやりのある子
・考える子
・元気な子
・責任を果たす子

第五小学校

・やさしく
・かしこく
・たくましく

松中小学校
・考える子
・思いやりのある子
・元気な子

第六小学校

・健康で明るい子
・よく考え進んで学習す
る子

・心豊かに助け合う子

大山小学校

・元気な子
・考える子
・ねばり強い子
・思いやりのある子

第七小学校

・よく考えて実行する子ども
・心豊かで思いやりのある子
ども

・健康でたくましい子ども

柏 小 学 校

・よく考え実行する子ども
・心豊かで思いやりのある子
ども

・心も体もたくましい子ども

第八小学校

・自ら考える子
・心美しい子
・たくましい子

上砂川小学校
・思いやりのある子
・自ら学ぶ子
・たくましい子

第九小学校

・自ら学びを創る子ども
・温かい人間関係を創る子ども
・たくましい気力
・体力をつくる子ども

新生小学校
・すこやかな子
・思いやりのある子
・考える子

第十小学校



　

（３）　教職員研修

　教職員が担当職務の遂行に必要な資質の向上を図るとともに、今後の学校教育にかかわる諸課

題に対応するため、各種の研修や研究活動を推進しています。本年度も、東京都教育委員会や、

市教育委員会の研究指定を、市内のすべての公立学校が受けて校内研修を進めています。また、

授業力向上に向けた実践的な研修やライフステージに合わせた研修を、今年度も実施しています。
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②中学校

教　　育　　目　　標学　校　名

・知性を磨いて個性を伸ばそう

・敬愛の心を深めよい市民になろう

・勤労を愛し責任を果たそう

立川第一中学校

・進んで学ぼう　・思いやりの心をもとう

・理想の実現に努めよう
立川第二中学校

・豊かな個性をもち、自主・自立・責任を重んじ、国際的な視野

をもつ生徒を育成する

・規律と礼儀を重んじ、明朗で心身ともに健康な生徒を育成する

・勤労を重んじ、よく努力する生徒を育成する

立川第三中学校

・創造的な知性を磨く　・健やかな心と体をもつ

・自他を慈しみ共に生きる態度を養う
立川第四中学校

・自ら進んで勉強する人になろう

・あたたかい思いやりのある人になろう

・よいことは進んで実行する人になろう

・心身ともに健康な人になろう

立川第五中学校

・自ら進んで学ぶ人　・責任を果たす人

・健康で心豊かな人
立川第六中学校

・深く考え、すすんで学ぶ　・温かく思いやり、正しく行う

・たくましく鍛え、みずから創る
立川第七中学校

・命を大切にする心をもつ人

・知恵を身につけ活かせる人
立川第八中学校

・《やさしく》互いに人格を尊重し、協力する人になろう

・《かしこく》自ら求め自ら学び、道を切りひらく人になろう

・《たくましく》心身ともに健やかで、責任感のある人になろう

立川第九中学校



①平成２２年度　立川市学校教育における「教育課程への対応」に関する事業について
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１教育目標 
２学校教育の指針 
（１）確かな力の育成を 
　　　図る教育の推進 
（２）自他の生命を尊重し、 
　　　やさしい心をはぐくむ 
　　　教育の充実 
（３）よさを伸ばし、個を 
　　　輝かせる教育の充実 
（４）生き方を考え、社会 
　　　のために役立とうと 
　　　する意識をはぐくむ 
　　　教育の充実 

○「教育基本法改正」 
　〈Ｈ18. 12. 22施行〉 
○「学校教育法等の一部を 
　　改正する法律」 
　〈Ｈ19. 6. 27公布〉 
○「地方教育行政の組織 
　　及び運営に関する法律 
　　の一部を改正する法律」 
　〈Ｈ19. 6. 27公布〉 
○「教育職員免許法及び 
　　教育公務員特例法の 
　　一部を改正する法律」 
　〈Ｈ19. 6. 27公布〉 

〈昨今の法改正〉 

○豊かな人間性や社会性、 
　国際社会に生きる日本人 
　としての自覚を育成 
　すること  
○自ら学び、自ら考える力を 
　育成すること  
○ゆとりのある教育活動を 
　展開する中で基礎・基本 
　の確実な定着を図り、 
　個性を生かす教育を充実 
　すること  
○各学校が創意工夫を生かし、 
　特色ある教育、特色ある 
　学校づくりを進めること  

〈教課審答申「教育課程 
の基準の改善のねらい」〉 〈立川市教育委員会の目標〉 

研究委託〈小学校〉 研究委託〈中学校〉 

校長会 
学校改善を推進する活力ある学校経営の 
在り方 

校長会 
学校の自主性の確立と校長の役割 
人権教育の充実・学校の危機管理・学校評価 
（第三者評価の在り方） 小学校教育研究会 
中学校教育研究会 新学習指導要領移行期における実践研究 

～各部ごとのテーマによる～ 自ら学ぶ力を育て、確かな学力の定着を 
図る 
～新学習指導要領の趣旨を生かして～ 

〈教育研究〉 
研究協力校等  
○目的：教育課程の編成・実施に関する諸問題について、その解決のための調査・研究を行い、 
　　　　その成果を市内公立小・中学校等に公開し、学校教育に資する。  
○種類：・研究協力校　・人権教育推進校　・スポーツ教育推進校（都）  
　　　　・読書活動推進校　・市民との連携活動研究推進校　・特別支援教育研究校 
　　　　・小・中連携教育活動推進校　・学力向上推進校　・特色ある教育課程研究校 
　　　　・小学校外国語活動推進校 

〈課題別研修〉 〈主任会〉 

〈各種委員会〉 

〈職層研修〉 

〈必修研修〉 

（１）校長 
（２）副校長 
（３）新任主幹教諭 
（４）主任教諭  
（５）教務主任 
（６）生活指導主任 
（７）進路指導主任 
（８）特別支援教育 
　　　コーディネーター 
（９）特別支援 
　　　学級担任 
（１０）道徳教育 
　　　推進教師  

（１）１０年経験者  

（２）若手教員育成（初任者）  

（３）２・３年次教員  

（４）４年次教員  

（１）教務主任会 
（２）生活指導主任会 

（１）人権教育推進委員会 
（２）小中連携教育活動推進 
　　　委員会 
（３）「立川の子」編集委員会 
（４）中学校進路指導問題 
　　　協議会 
（５）立川市小学校社会科 
　　　副読本改訂委員会 
（６）立川市中学校社会科 
　　　資料集作成委員会 

・人権教育 ・教育相談 
・教務関係 ・福祉教育 
・生活指導 ・学校保健 
・情報教育 ・特別支援教育  
・授業力アップ ・外国語活動 
・フォローアップ　・環境教育 
・サマーデイズ　・普通救命講習 
・道徳教育 ・ニュースポーツ 
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②研修授業

ア　課題別研修・職層研修

内　　　　　　容研　修　会　名

（全２回）
・人権教育の基本
・人権教育の実際

人 権 教 育

（全１回）・事例研究生 活 指 導

（全３回）・道徳教育の実際道 徳 教 育

（全７回）
・特別支援教育についての基本的な理解にかかわる
研修等

特 別 支 援 教 育

（全５回）・教育相談初級（４回）・教育相談講演会（１回）教 育 相 談

・新任校長－校長の役割と実際
・新任副校長－副校長の役割と実際
・新任主幹教諭研修－主幹教諭の役割と実際
・教務主任、生活指導主任－市の教育課題の解決

管 理 職 等

（全９回）
・各教科等のモデル授業（７回）・水泳指導、特別支
援教育について（２回）

授 業 力 ア ッ プ

（全１回）
・２年次研修対象者－実践記録の報告・学習指導案
の作成等

フォローアップ

（全４回）・一般教養　
達 人 に 学 ぶ
サ マ ー デ イ ズ

（全６回）・外国語活動の実際外国語活動研修

イ　必修研修

内　　　　　　容研　修　会　名
○校外における研修
　・学習指導　・生活指導・進路指導
　・公務員としての資質向上
○校内における研修
　・学習指導
　・生活指導、進路指導
　・公務員としての資質向上

１０年経験者研修

○教育センター等における研修　○課題別研修
○宿泊研修　○校内における研修

若手教員育成研修
（初任者研修）

○フォローアップ研修　○研究発表会への参加
○校内における研修

２ 年 次 研 修

○授業力アップ研修　○研究発表会への参加
○校内における研修

３ 年 次 研 修

○校内における研修４ 年 次 研 修

ウ　宿泊研修

内　　　　　　容研　修　会　名

・立川市八ヶ岳山荘における研修（２泊３日）初 任 者 研 修



③教育研究事業

　市教委の学校教育の指針「確かな力　やさしい心　個を輝かせ　社会のために」を実現するた

めに実践研究を行い、その成果と課題について公開していきます。
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ア　研究協力校

　　・平成２１年度～２２年度

研　究　主　題学　校　名

瞳を輝かせて学ぶ子どもの育成
〔子どもが主体的に学び合う課題解決型の授業作りを通して〕

第 六 小 学 校

確かな学力を支える心と体の健康づくり
〔生き生きとかかわり合い、学び合う子どもたちを目指して〕

第 十 小 学 校

自分の考えを適切に表現できる児童の育成
〔多様な場面で生きてはたらく書く力を育てる〕

けやき台小学校

意欲的に課題に取り組み、自分の力で解決する児童の育成
〔国語科・算数科・専科の指導を通して〕

西 砂 小 学 校

自分やみんなを大切にする子どもの育成
〔道徳の時間の充実を通して〕

幸 小 学 校

自ら学び、自ら考える児童の育成
〔算数的活動を通して考えることの楽しさを学び、進んで表現できる
子どもをめざして〕

柏 小 学 校

言語環境を整えて、学力の向上を図る
〔生徒の学習意欲を高めるために、教員ができること〕

立川第四中学校

言語活動を取り入れた指導法の工夫立川第七中学校

　　・平成２２年度～２３年度

研　究　主　題学　校　名

自ら考え、豊かに表現できる児童の育成
〔言語活動の充実をめざして〕

第 一 小 学 校

自らめあてをもって挑戦する児童の育成
〔体育科を通して〕

第 三 小 学 校

確かな学力をつけるための指導法の工夫
〔国語科・社会科を通して取得・活用の学びの姿を探る〕

第 四 小 学 校

学び合いの中からコミュニケーション能力を高める指導方法の工夫
〔国語科・言語活動を中心として〕

第 五 小 学 校

一人一人が自らの考えをもち、豊かに表現し合う児童の育成第 七 小 学 校

考える力・伝え合う力の育成をめざして
〔言語活動の充実を通して〕

南 砂 小 学 校

よりよい人間関係を築く教育活動の展開
〔国語科で培う言葉の力をもとにして〕

若 葉 小 学 校

豊かなかかわりを通して、思いやりのある子の育成
〔聞き合い、伝え合う活動を通して〕

松 中 小 学 校

豊かな表現力の育成を目指して
〔授業力向上への取組〕

大 山 小 学 校
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共に学び、一人一人が輝く授業の創造
〔国語力を働かせる言語活動の展開〕

新 生 小 学 校

学力向上
〔家庭学習を含めた学習習慣の確立と基礎学力の定着〕

立川第一中学校

「思考力・判断力・表現力」をはぐくむ授業改善
〔言語活動の充実を図る学習活動を通して〕

立川第二中学校

各教科における言語による表現活動の充実
〔新学習指導要領の目指すところの理解に向けて〕

立川第三中学校

自己肯定感を高める教育活動の推進
〔確かな学力の定着を図る指導の工夫〕

立川第五中学校

生徒一人一人の学びを深める
〔校内での支援体制を中心に（小・中の連携を通して）〕

立川第六中学校

学力向上
〔言語活動の充実〕

立川第九中学校

イ　学力向上推進校

　　・平成２１年度～２２年度

研　究　主　題学　校　名

言語活動を取り入れた指導法の工夫立川第七中学校

ウ　小学校外国語活動推進校

　　・平成２２年度～２３年度

研　究　主　題学　校　名

自信をもって自分の思いを伝え合える子どもたち
〔小学校外国語活動を通して〕

第 八 小 学 校

エ　特別支援教育研究校

　　・平成２１年度～２２年度

研　究　主　題学　校　名

障害の有無にかかわりなく、特別な教育的ニーズに応える教育体制づ
くり
〔特別支援教育の視点を生かした授業づくり〕

第 二 小 学 校

すべての生徒の学びを保障するために
〔『学び合い』と（特別）支援教育の充実〕

立川第八中学校

オ　人権教育推進校

　　・平成２２年度～２３年度

研　究　主　題　等学　校　名

自分と他者を大切にして学び合う児童の育成
〔教育相談の理論と技法を生かした人間関係づくりを中心として〕

上砂川小学校



（４）　教育相談

　いじめ・不登校など教育や子どもの心の問題が深刻化していますが、立川市教育委員会では教

育相談室を設け、保護者や本人からの様々な相談に応じています。また、長期の不登校対策とし

て適応指導教室を開設し、在籍校への復帰を目指して指導を行っています。

①教育相談室

　教育相談室には、臨床心理士等の資格をもった相談員や教職経験豊かな相談員がおり、いじめ

や子育てなど様々な悩みに応じて、カウンセリングや遊戯療法、箱庭療法等による心理療法、助

言などを行っています。また、来室が困難な方には、電話やファクシミリによる相談も受け付け

ており、相談に対する助言や情報提供等を行っています。
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カ　市民との連携活動研究推進校

　　・平成２２年度～２３年度

研　究　主　題　等学　校　名

学習支援と「伝え合う力」を高める授業の研究第 九 小 学 校

キ　国や都の研究校

　　○「自尊感情や自己肯定感を高める研究」研究協力校

研　究　主　題　等学　校　名

生徒の自尊感情、自己肯定感を高める教育について
（東京都教育委員会・教職員研修センター・慶応大学との研究協力）

立川第三中学校

ク 　研究委託

　新教育課程の実施に対応し、教科、領域等の指導内容や指導方法を研究主題とした研究委託を

します。

研　究　主　題代　表　者　名グ　ル　ー　プ　名

学校改善を推進する活力がる学校経営の在り
方

操　木　　　豊
（第一小学校長）

小 学 校 校 長 会

学校の自主性の確立と校長の役割
人権教育の充実・学校の危機管理・学校評価
（第三者評価の在り方）

嶋　闢　政　男
（立川第一中学校長）

中 学 校 校 長 会

新学習指導要領移行期における実践研究
～各部ごとのテーマによる～

高　藤　一　伸
（柏小学校長）

小学校教育研究会

自ら学ぶ力を育て、確かな学力の定着を図る
～新学習指導要領の趣旨を生かして～

鈴　木　達　夫
（立川第八中学校長）

中学校教育研究会

開 室 日 時電 話 番 号所 在 地施 設 名

月～土曜日　午前９時３０分～午後５時
TEL ５２７－６１７１
FAX ５２７－６９０５

錦町３－１２－２５
（錦学習館２階）

教育相談室



ア　平成２１年度学齢別相談件数

・来室よる相談回数　　延べ　３,３４８回　　　　　電話による相談件数　　延べ　２１７件 

イ　平成２１年度学齢別相談件数

②適応指導教室

　小学校の不登校児童のために適応指導教室「おおぞら」を、柏小学校内に開設しています。ま

た、中学校の不登校生徒のために適応指導教室「たまがわ」を、たまがわ・みらいパークに開設

しています。どちらの教室でも、個別や小集団での指導を行いながら、社会性を身に付け、再び

在籍校で楽しい学校生活が送れるよう指導を行っています。

③ハートフルフレンドの派遣

　不登校傾向の児童・生徒や不登校児童・生徒と触れ合い、相談相手、学習の支援者や遊び相手

となることで、学校不適応や不登校等の未然防止と改善・解消を図るため、平成１５年度から国の

委託事業を受けて小学校４校から事業を始めています。毎年３校ずつ増やし、委託事業が終了し

た平成２１年度より、全額市費ですべての小・中学校に配置し、相談体制を確立しています。

④スクールカウンセラーの配置

　小・中学生の様々な悩み事の相談に応じ、いじめや不登校、暴力行為や学校不適応等の改善・

解消を図るため、臨床心理士等の資格を有するスクールカウンセラーを小・中学校に配置し、カ

ウンセリングを行っています。スクールカウンセラーは、東京都が雇用し、全中学校と小学校２

校に週１回配置しています。 
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人数区　分件数区　分件数区　分

１１高校生以上２５小学４年～６年生４０未就学幼児

１１その他６０中学生７０小学１年～３年生

（平成２２年５月１日現在）

教員数
児童・生徒数

学級数
開設
年月

電　話　番　号所　在　地学　級　名
計女男

７５３２１平. １０. ６５３４－０３２７
柏町４－８－４
（柏小学校内）

小学校適応指導教室
「おおぞら」

４６４２１平. １７. ９５２３－４４６０
富士見町６－４６－１
（たまがわ・みらいパーク）

中学校適応指導教室
「たまがわ」



（５）　特別支援教育
　

①特別支援学級

　障害があるために、通常の学級における教育では十分な教育効果が得ることのできない児童・

生徒のために、立川市教育委員会では、小学校１０校、中学校５校に特別支援学級を設置していま

す。これらの学級では、自らが障害を克服し、充実した学校生活が送れるように、児童・生徒一

人一人の障害や発達の状況に合わせた適切な指導を行っているほか、指導用備品なども充実させ

るように努め、きめ細かな対応を図っています。学級は知的障害、情緒障害、難聴・言語障害に

分けられており、このうち、情緒障害、難聴・言語障害学級については在籍校があり、一定時限

のみ特別支援学級へ通う通級制度となっています。

ア　設置校

②就学・転学相談

　障害のある子どもの就学については、教育相談室に就学相談員を配置し、保護者からの相談に

応じて、一人一人の子どもに合った教育の場を共に考え、適切な就学ができるよう相談を行って

います。また、通常の学級に在籍する児童・生徒や転入してきた児童・生徒が特別支援学級等へ

転学・入級を希望する場合は、随時、転学相談を受け付けています。

ア　平成２１年度就学・転学相談件数
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（平成２２年５月１日現在）

教員数
児童・生徒数

学級数
開設
年月

種別学級名学校名
計女男

３１５１１４２昭２９. ４知的障害あおぞら学級第 一 小 学 校

５３３５２８４昭５５. ４情緒障害あけぼの学級第 二 小 学 校

３１３５８２昭３２. ６知的障害こだま学級第 五 小 学 校

４４９１９３０３平１８. ４言語障害ことばの教室第 七 小 学 校

３１４１１３２平２１. ５情緒障害あすなろ学級第 七 小 学 校

４２０７１３３昭５９. ４知的障害くわのみ学級第 九 小 学 校

３１５３１２２昭５０. ４知的障害すずかけ学級第 十 小 学 校

５５６１６４０４昭５１. ４難聴・言語障害きこえとことばの教室けやき台小学校

２７３４１昭６３. ４知的障害たんぽぽ学級若 葉 小 学 校

５３７６３１４平１８. ４情緒障害はらっぱ学級松 中 小 学 校

２８２６１平１６. ４知的障害ひまわり学級新 生 小 学 校

３９３６２昭５３. ４知的障害Ｉ組立川第一中学校

３１３３１０２昭３９. ４知的障害６組立川第二中学校

４１７２１５３昭５３. ４知的障害１０組立川第五中学校

３１２８４２平元. ４情緒障害相談学級立川第六中学校

３１４８６２平９. ４情緒障害相談学級立川第八中学校

計中　学　校小　学　校区　分計中　学　校小　学　校区　分

１６５１１転学相談７３３５３８就学相談



（６）　国際理解教育
　
　国際化が進展する中にあって、これからの学校教育においては、世界の人々の生活や文化に対
する理解を深めるとともに、わが国の文化や伝統を正しく認識し、互いに尊重し合って行動でき
る人間を育成することが求められています。立川市教育委員会では、こうした点を踏まえて、国
際理解教育の推進を重要な課題としてとらえ、「学校教育の指針」の中に盛り込むとともに、各種
の関連事業を実施し、その推進を図っています。

①外国人留学生・研修生との交流
　立川市では、姉妹都市であるアメリカ・サンバーナディノ市との交換留学生制度を実施し、サ
ンバーナディノ市の高校生が毎年来日しています。また、立川四中国際交流支援ネットワークと
いう民間団体が、立川マラソンが縁で交流が始まったニューカレドニアの中学校の研修生を、隔
年で受け入れしています。このような機会をとおして、立川第四中学校の生徒と相互交流を図っ
たり、互いの国の生活、文化、習慣に慣れることで国際親善・国際理解を図っています。

②市内の外国人学校との交流
　市内にある西東京朝鮮第一初中級学校や横田基地内の横田イーストスクールなどを市内の小学
生が訪問したり、訪問を受けたりし、スポーツや音楽を通じて交流を図っています。また、西東
京朝鮮第一初中級学校の中学生が中学校の連合音楽会に参加するなどし、練習の成果を競い合う
とともに、交流を深めています。

③外国語指導助手（ＡＬＴ）の配置
　中学校では、国際性を育てるため、また「聞く・話す」能力向上のため、各中学校に外国人英
語指導員を配置し、英語教育の充実と国際理解教育の推進を図っています。
　小学校では、外国語活動への対応として、外国語指導助手（ＡＬＴ）を配置し、国際理解教育
と外国語活動の充実を図っています。

④通訳協力員の配置
　小・中学校に編入する帰国子女や外国人の児童・生徒で、日本語が話せない子どもたちのため
に、主に授業の通訳をする通訳協力員を在籍校に配置し支援を行っています。

（７）　情報教育
　
　情報化社会が急速に進展する中、小・中学校では、総合的な学習の時間や技術・家庭科（中学
校）等で情報教育に取り組んでいます。立川市教育委員会では、これまで、コンピュータ機器の
導入を順次進めてきました。平成１１年度に、全小・中学校にインターネットを接続して以来、コ
ンピュータをはじめとする教育機器を活用した授業の工夫・実践を重ね、情報教育の推進を図っ
ています。

①コンピュータ機器の整備
　小学校では、平成１２年度、全小学校に教育用コンピュータ各１０台を設置しました。中学校では、平
成１３年度各４０台の教育用コンピュータを整備し、平成１４年度には、小学校に各１０台を追加して計
各２０台配置としました。平成１７年度には、教職員用コンピュータ各９台の整備を行いました。平
成１９年度に教員用コンピュータを、小学校に２３９台、中学校に１３０台整備しました。さらに、平成
２１年度には、校務用コンピュータを小学校に１２２台、中学校に４８台配備しました。
　これらの教育用コンピュータは、総合的な学習の時間の中で調べ学習に利用するほか、技術・
家庭科でパソコンの操作やソフトの活用方法を学ぶとともに、理科や数学、国語などの教科でも
利用しています。学校図書館システムについては、平成１９年度に松中小学校、平成２０年度に第三
小学校、平成２１年度に西砂小学校、平成２２年度に第二・第六・第九・けやき台・南砂・幸・大山・
上砂川・新生小学校の９校に導入しました。このシステムにより、貸し出しや返却がスムーズに
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行われるようになりました。

②インターネットの活用
　市の地域情報化計画の一環として、市内のＣＡＴＶ「マイ・テレビ」の回線を利用した双方向
通信実験というかたちで、平成９年度から市内の小・中学校３校（平成１０年度は４校）でインター
ネットの利用を開始しました。平成１１年度からは、全小・中学校に双方向通信用の各２台のコン
ピュータを設置し、その後、パソコン室の整備に伴い、パソコン室で学習をする際にインターネッ
トが利用できるようになりました。　調べ学習等の情報収集や電子メールによる情報の交換を行
い、ホームページの開設など活用範囲を広めています。平成１７年度には、全小・中学校にインター
ネット用コンピュータ各２台を職員室に配備しました。

③地上デジタル放送対応テレビの整備
　平成２１年度国の補助金等を活用し、全小学校に４１０台、全中学校に１５６台を普通教室等に整備し
ました。地上デジタル放送対応テレビは、パソコンやデジタルカメラと連携することにより、わ
かりやすい授業ができるなど、大きな学習効果があります。

（８）　キャリア教育・進路指導
　
　生徒一人一人の興味、関心、能力、適性を尊重したキャリア教育・進路指導を推進するため、
中学校進路指導問題協議会を設け、各学校におけるキャリア教育・進路指導の実態把握を行うと
ともに、望ましいキャリア教育・進路指導の検討、指導資料等の作成を行っています。そして、
各学校では、協議会の検討結果などを踏まえてキャリア教育・進路指導の計画を立て、主に１年
生で地域の職場訪問、２年生で職場体験学習や高校等の上級学校への訪問などを行い、生き方や
進路への興味、関心を高めさせるとともに、自己理解を進め、３年生での具体的な進路選択の能
力を養います。また、各学校には進路学習室等が設けられ、進路に関連する資料を備えて、生徒
への情報提供に努めているほか、休み時間や放課後を利用して、教師が生徒からの相談に応じて
います。

①平成２２年度（Ｈ２１年度卒業）中学校課程・学科別進学状況 
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計女男　　　　　　　　性別
学校　　　　　　　　 比率（％）人　数比率（％）人　数比率（％）人　数

７７.７９５６８０.８５０１７４.６４５５普通科

全　

日　

制高　

等　

学　

校

１１２１.５９０.５３総合学科
１.２１５１.９１２０.５３農業科
４.３５３０.５３８.２５０工業科
１.７２１２.３１４１.１７商業科
２.４３０２.９１８２１２その他
８８.４１０８７８９.９５５７８６.９５３０　計
７８６７.４４６６.６４０普通科

定　

時　

制

０.１１０.２１００農業科
０.３４０００.８４工業科
０.８１００.９６０.８４商業科
０.１１０００.２１総合学科
００００００その他
８.３１０２８.５５３８４９　計
１.２１５０.５３２１２特別支援学校高等部
０.５６００１６高等専門学校
１.６２０１.１７２.１１３高等学校通信制
１００１２３０１００６２０１００６１０合　計



②年度別進路状況の推移

　

（９） 校外授業
　

　平素と異なる生活環境にあって、見聞を広め、自然や文化などに親しみ、集団生活の在り方や

公衆道徳などについて、望ましい体験を積むとともに、児童・生徒相互や教師と日常生活では得

られない交流を図ることを目的に、小学校では八ヶ岳自然教室と日光移動教室を、中学校では移

動教室と関西方面への修学旅行を実施しています。

①八ヶ岳自然教室

　小学５年生を対象に各学校ごとに春から秋にかけて実施するもので、立川市八ヶ岳山荘に宿泊

し、２泊３日の行程でハイキングや自然観察、飯ごう炊さん、キャンプファイアーなどを行い、

八ヶ岳の自然に親しむとともに、集団生活の中での生活習慣を身に付けます。

②日光移動教室

　従来学校行事として行われてきた日光修学旅行を、学習指導の体験学習として位置付け、平成

７年度から小学６年生を対象に日光移動教室を実施しています。毎年６月に実施するもので、日

光の湯ノ湖畔に宿泊し、２泊３日の行程で名所・旧跡を見学したり、自然の中を散策したりし、

様々な体験学習をするとともに、小学校生活最後の思い出として集団生活を楽しみます。

③中学校移動教室

　主に１年生を対象に、各学校ごとに計画・実施されており、１泊や２泊で立川市八ヶ岳山荘等

を利用し、８校は冬季にスキー教室を、１校は５月に体験学習をそれぞれ行っています。

④中学校修学旅行

　中学３年生が中学校生活最後の思い出として、５～６月に２泊３日の行程で歴史ある都市を訪

れます。行き先は学校ごとに計画し、主に京都・奈良の名所や旧跡を見学しています。最近は生

徒の自主性・自律性をはぐくむ視点から班行動の時間を設けており、それぞれが事前に下調べを

して施設を見学し、見聞を広めています。

（１０）　立川教育フォーラム

　市立の小・中学校の教育実践を広く市民に紹介し、立川市の教育への理解と関心を高めていた

だくために、第６回立川教育フォーラムを平成２２年１月１６日に開催しました。

　当日は、小・中学校６校が発表を行うとともに、「変わる　立川の教育」というテーマで、文部

科学省初等中等教育局教科調査官の方を講師にお招きし、講演を行いました。また、市内全小・

中学校に加え、市内にある都立立川国際中等教育学校、都立立川ろう学校もポスターセッション

で参加し、教育活動を紹介しました。 
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そ の 他無 職 者就 職 者就 職 進 学 者進 学 者
卒業者数年 度

比率（％）人数比率（％）人数比率（％）人数比率（％）人数比率（％）人数
２.４３０１.１１３１.２１４０.００９５.３１,１６０１,２１７１７年度
１.９２４１.１１４１.３１６０.１１９５.６１,１８８１,２４３１８年度
１.６２０１.８２３０.７９０.００９５.９１,２０４１,２５６１９年度
１.１１４２.３２８０.６８０.００９６.０１,１９６１,２４６２０年度
２.７３５１.６２１０.６８０.００９５.１１,２３０１,２９４２１年度



２．就学援助
　

　経済的理由により、児童・生徒に義務教育を受けさせることが困難な場合には、関係法令に基

づいて、学用品費や給食費などを援助し、教育の機会均等を図っています。援助の対象は、立川

市民で立川市立の小・中学校及び国・公立小中学校に通う児童・生徒の保護者のうち、生活保護

法に定める「要保護者」と、世帯の収入によって教育委員会がこれに準ずると認めた「準要保護

者」で、これらの世帯に対し、学用品・通学用品費、給食費、校外活動費、医療費など７種類の

費目の援助を行っています。援助する費目や額は、要保護・準要保護の別、学校、学年によって

多少異なります。なお、要保護者の世帯については、これら就学援助費の一部を教育扶助として

福祉保健部生活福祉課から支給しています。

　

３．学校保健
　

　生活様式や社会環境などの著しい変化は、運動能力の低下や、いじめをはじめとする心の健康

問題の増加など、子どもたちの心と体に様々な影響を与えています。また、薬物乱用や性の逸脱

行為、生活習慣病、感染症など、健康に関する現代的課題も深刻化しています。立川市教育委員

会では、こうした状況を踏まえ、学校や学校保健会などとも連携を図って、定期健康診断をはじ

めとする各種の検診を実施しているほか、児童・生徒の心と体の健康づくりを目指し、様々な行

事を通じて、その意識高揚に努めています。
　

（１）　主な検診と事業
　

①定期健康診断

　全児童・生徒を対象に、毎年４月から６月にかけて実施し、診断結果に基づいて、疾病の予防

および治療を指導しています。

②結核診断

　平成１５年度からBＣＧ接種が小・中学校で廃止となったため、小学生児童および中学生全員に

問診票を配布し、専門家で構成する結核対策委員会の判断に基づき、精密検査を必要とする児

童・生徒に、ツベルクリン反応検査またはレントゲン直接撮影を行うよう指導しています。 
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（１）　認定者数の推移

認定区分
在籍者数区分年度

準要保護要保護
１,５２７１６７８,８６３小学校

１９年度 ７４５９７３,７７６中学校
２,２７２２６４１２,６３９計
１,４１７１６７８,８３４小学校

２０年度 ７４１１０２３,７８２中学校
２,１５８２６９１２,６１６計
１,３５７１９４８,８４０小学校

２１年度 ７４７１２１３,７８６中学校
２,１０４３１５１２,６２６計

※在籍者数は５月１日現在、認定区分は最終数

（２）　支給費目と金額

支 給 金 額費　　用
実費相当分給 食 費
小学１年　１１,１１０円　小学２～６年　１３,３１０円

中学１年　２１,７８０円　中学２・３年　２３,９８０円

学用品・通学
用品費（年額）

実費相当分校 外 活 動 費
小学１年　１９,９００円　中学１年　２２,９００円新入学学用品費
実費相当分修 学 旅 行 費
本人負担分医 療 費
小学校　４,５００円　中学校　５,０００円卒業アルバム代

※医療費の支給は対象となる疾病のみ
※支給金額は平成２１年度の金額



③心臓検診
　小学１年生・中学１年生全員および学校医が必要と認めた児童・生徒を対象に問診票と心電図
による１次検診を実施し、その結果、精密検査が必要と認めた児童・生徒には、胸部Ｘ線直接撮
影などによる２次検診を実施しています。さらに異常所見者に対しては、管理説明会を行ってい
ます。

④尿検査（腎臓病検査）
　全児童・生徒を対象に尿検査を実施し、１次検査でたんぱく、糖、潜血を調べ、所見者を対象
に２次検査を実施しています。さらに異常所見者に対しては、３次検査および管理説明会を行っ
ています。

⑤ぎょう虫卵検査
　小学１～３年生を対象にセロハンテープ方式による１次検査を実施し、その結果、陽性者につ
いて２次検査を行います。

⑥就学時健康診断
　就学予定の児童については、毎年１１月ごろに学校医により内科・眼科・耳鼻咽喉科・歯科の健
康診断を実施しています。

⑦健康努力児童・生徒の表彰
　年間を通して体力の向上に努めたり、病気を克服して積極的に学校行事に参加したり、学校の
保健活動に取り組んだなど、他の模範になった児童・生徒を１年に１回表彰しています。平成２１
年度は、８６人の児童および３４人の生徒が表彰を受けました。

⑧歯の衛生週間児童・生徒ポスター展
　毎年、歯の衛生に関する正しい知識等を啓発するため、小学５・６年生及び中学１年生の作品
展をアイムギャラリーで実施しています。
　平成２１年度は、応募作品のうち、小学生の作品２３３点と中学生の作品７７点を展示しました。

⑨AED（自動体外式除細動器）の設置
　平成１７年度末に市内の小・中学校全２９校にＡＥＤを設置し、緊急時の対応に備えています。

（２）　児童・生徒の体位平均値

①小学校 
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座高（㎝）体重（kg）身長（㎝）
区分

全国平均都平均市平均全国平均都平均市平均全国平均都平均市平均
６４.９６５.２６４.６２１.５２１.７２１.５１１６.７１１７.５１１７.０男

１年
６４.５６４.６６４.７２１.０２１.２２１.１１１５.８１１６.１１１５.８女
６７.７６７.８６７.５２４.１２４.２２４.１１２２.６１２２.９１２２.７男

２年
６７.３６７.４６７.４２３.５２３.５２３.７１２１.７１２２.２１２１.９女
７０.３７０.６７０.０２７.２２７.４２７.１１２８.３１２９.１１２７.８男

３年
７０.０６９.８６９.８２６.５２６.４２６.４１２７.５１２７.４１２７.６女
７２.７７２.７７２.７３０.６３０.５３０.５１３３.６１３３.９１３３.７男

４年
７２.７７３.０７２.３３０.０３０.２２９.８１３３.５１３４.１１３３.２女
７５.０７５.２７４.８３４.２３４.６３４.０１３８.９１３９.５１３８.８男

５年
７５.９７５.８７５.６３４.１３３.８３３.７１４０.３１４０.４１４０.０女
７７.６７７.６７７.８３８.４３９.０３８.４１４５.１１４５.４１４５.３男

６年
７９.３７９.４７８.８３９.０３９.０３８.６１４６.９１４７.４１４６.５女
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②中学校

座高（㎝）体重（kg）身長（㎝）
区分

全国平均都平均市平均全国平均都平均市平均全国平均都平均市平均
８１.３８１.５８１.５４４.２４４.６４４.４１５２.５１５２.９１５３.２男

１年
８２.１８２.３８２.０４３.８４３.５４３.３１５１.９１５２.１１５２.０女
８４.９８５.２８４.８４９.１５０.１４８.９１５９.７１６０.３１５９.９男

２年
８３.７８３.５８３.７４７.３４６.３４６.７１５４.９１５４.８１５５.０女
８８.１８８.６８８.３５４.３５５.１５３.６１６５.２１６６.０１６５.６男

３年
８４.７８４.８８４.８５０.２５０.０５０.７１５６.７１５７.１１５６.３女

（３） 平成２１年度定期健康診断結果  　（注）難聴は小学１・２・３・５年生、中学１・３年生で実施

中学校小学校
区　分

合計３年２年１年合計６年５年４年３年２年１年

３,６４５１,２２８１,１９１１,２２６８,７２７１,４９１１,４７０１,４１１１,４６７１,３８５１,５０３受 診 者 数

６１２３栄 養 不 良栄 
養 ２４１１３１０１０８１８２４２２２５１４５肥 満 傾 向

２３８４１１１４１３４３３脊 柱 側 わ ん 症

４２２１４２３２２２３その他の脊柱・胸部異常

１,０１６３１６３３５３６５２,２２２４１１３８７３５１３８８３３４３５１１.０未満０.３以上視 
力 ６９７２６４２１９２１４７６７２４４１６３１５３１２５５７２５０.３　未　満

９３０４２２３０３２０５７９５２８６２１２１４４９９３１２３眼 鏡 Ｃ Ｔ 着 用 者

４１１２伝 染 性 眼 疾 患

１３４３９５３４２４３２６９５９９１８０５８７５その他の眼疾患・異常

１４１０４４６１２１０１１１３難　 聴 （ 両 耳 ）

２２６５９８３８４１,００１１３８１５０１４５１５７１７３２３８耳 疾 患

５５０１９５１８５１７０１,５１３２５８２５５２７５２３４２２４２６７鼻 ・ 副 鼻 腔 疾 患

３１２９２０２１０３０３２３１２４３８５５口 腔 咽 喉 頭 疾 患

１１２２３４伝 染 性 皮 膚 疾 患

７４２６２５２３４２１６０７２６７７７６５８０アレルギー皮膚疾患

４２８８２６９２１２９１０８１３４０心 臓 疾 患 ・ 異 常

１５９５２５８４９６５６１０５９６９９１１０１０８１３８気 管 支 ぜ ん 息

４２２２２３２７３２５腎 臓 疾 患

４４１８１７９１１２９１３１６２４２６２４その他の疾患・異常

３,６２６１,２２９１,１８１１,２１６８,７０６１,４７８１,４７０１,４０８１,４６６１,３８６１,４９８受 診 者 数
う 
歯

歯 
口 
腔 
の 
検 
査

１,１４０４３８３６２３４０３,２４３５４２６０８６０４５８３４８７４１９処置完了者

７６５２８４２２５２５６２,６３５３９２４４５４４４４８７４３２４３５未 処 置 者

１１２６３５０１６１２６１１５歯 周 疾 患

４７１０２０１７９５１２１２１０３０１８１３歯列・咬合・顎関節異常

４８６２７１５３１４６２８３５０５１２７４１その他の疾患・異常



（４）　災害共済給付
　

　子どもたちが安全で楽しく学校生活がおくれるように、独立行政法人日本スポーツ振興セン

ターの災害共済に市が全額負担して加入し、学校管理下で児童・生徒が災害にあった場合に医療

費や見舞金を支給しています。

－58－

①給付件数・金額推移

中学校小学校
区　分

給付金額（円）給付件数（件）給付金額（円）給付件数（件）

２,９２５,６５８４６１４,３８０,８１１８０６１９年度

３,４６０,７９１４６８４,０６２,７５３７７２２０年度

２,８０３,４３６４６０４,１８８,１７４７５８２１年度

②傷病別事故件数推移

計その他脱きゅう打撲ねんざ骨折創傷区　分

４８８２９２１１８２８８９２７６１９年度

小学校 ４７４３２１８１７５７９１０８６２２０年度

４４８３８１０１６７８２８４６７２１年度

２５０１５７８７５７６３２１１９年度

中学校 ２４６１４２８８５５６５２２２０年度

２２０２０８７３４１６９９２１年度



４．学校給食
　

　学校給食は、学校給食法に基づき、児童・生徒の

心身の健全な発達のために、栄養バランスのとれた

食事を提供することにより、健康増進を図るほか、

食事についての正しい理解と望ましい食習慣を養

うことなどを目的に実施しています。

　また、学習指導要領においては、特別活動におけ

る学級活動の中に位置付けられ、望ましい食習慣の

形成が目標にされており、立川市の各学校において

も、「生きた教材」として、それぞれの学校にふさ

わしい指導体制を確立しています。

（１）　小学校給食

　小学校においては、単独校方式、共同調理場方式ともに、国の「学校給食摂取基準」や、立川

市衛生管理基準などに基づき、栄養バランスと安全衛生に十分配慮して、下記のとおり完全給食

を実施しています。

①実施方法 

（ア）単独校方式 

　第一小学校から第八小学校までの８校で実施しており、各小学校所属の栄養士が、各種の基

準に基づいて、それぞれ工夫した献立を作成し、市調理員が調理をしています。

（イ）共同調理場方式

　調理場所属の栄養士が月１回の献立作成会議によって決定したＡ・Ｂ２種類の献立をたてて、

各調理場所属の市調理員が調理し、各対象学校で交互に実施しています。
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調理の様子

※平成２２年度予定

給 食 数稼動回数（予定）給食実施回数対象学校数調　理方　式

３,６８５食１８６回１８６回８校自 校単独調理方式校

２,９７０食１９１回１８６回７校
第一学校給食
共同調理場

共 同 調 理 場

２,９８８食１９２回１８６回５校
第二学校給食
共同調理場

対 象 学 校ブロック名　　称

けやき台小、大山小、柏小Ａ
第一学校給食共同調理場

十小、南砂小、若葉小、幸小Ｂ

九小、上砂川小Ａ
第二学校給食共同調理場

西砂小、松中小、新生小Ｂ



②食材料

　「立川市学校給食用材料調達事務要綱」に基づき、原則として国内産の安全で衛生的かつ良質

な食材料を使用しています。野菜等は立川産を優先して使用しています。

（ア）単独調理校

　肉、野菜等の生鮮食品は、各学校の契約した登録業者の中から選定して発注しており、その

他の乾物、調味料については学期ごとに各校の栄養士が共同調理場栄養士と協同して、見積も

り合わせにより、納入業者を選定し、発注しています。

（イ）共同調理場

　月に１回、登録業者の見積もり合わせにより納入業者を選定しています。生鮮食品等につい

ては見本を提出させ、品質を確認した上で納入業者を選定しており、より安全な給食実施に努

めています。

③給食指導

　新学習指導要領に基づき

１．基本的生活習慣の育成　２．豊かな人間性の育成　３．健康の保持・増進

を指導の重点として、「立川市学校給食指導の手引き」に基づき、各学校の給食主任と担当栄養士

を中心に、それぞれの学校にふさわしい年間指導計画を作成して、給食指導を実施しています。

　また、給食主任会を（合同３回、共同調理場校５回）行い、給食指導の充実を図っています。

④給食費（月額）

（２）　中学校給食

　中学校においては、家庭の弁当か給食を選択できる弁当併用外注給食方式による給食を、平成

９年に２校で試行実施したのち、平成１２年４月に本格実施し、現在、全９校で実施しています。

　給食実施に際しては、小学校と同様に、栄養バランスと安全衛生に十分配慮しています。

①実施方法

（ア）弁当併用外注給食方式

　家庭からの弁当と、民間調理業者が調理・盛り付けしたランチボックスによる給食のどちら

かを選択できます。なお、献立作成や食材料の選定・調達等は市の栄養士が行っています。

（イ）ミルク給食

　学校長が、弁当併用外注給食の実施日に合わせて原則全員を対象に実施しています。
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金　額学　年方　　式

３,９００円１・２年生
小学校・単独調理方式

（第一小学校～第八小学校）
４,１５０円３・４年生
４,４００円５・６年生
３,８００円１・２年生

小学校・共同調理場方式
（上記以外１２校）

４,０５０円３・４年生
４,３００円５・６年生



②献立

　市の栄養士が、国の「学校給食摂取基準」に基づき献立を作成します。

③食材料

　小学校の共同調理場校と同様の方法により、安全で衛生的な食材料を市の栄養士が調達し、調

理業者に納入しています。

④調理及び配送

　民間業者２社に委託。業者は市の調達した食材を使用して調理し、ランチボックスに盛り付け、

クラス別に配送ケースに入れ、各学校の配膳室に配送しています。

⑤給食費（一食）

⑥利用方法

　利用する生徒は、献立表や予約機で献立を確認した後、プリペイドカードを使用して希望する

日の給食を予約します。

⑦給食実施回数（平成２１年度実績）

（３）　衛生管理

　「立川市学校給食衛生管理基準」（平成１９年９月改訂）に基づき、次のとおり安全・衛生の確保

に努めています。

①施設・設備

　施設・設備・配膳室とともに作業動線を考慮した配置をし、常に補修、整理整頓、清掃、消毒

を行い、衛生器具を適切に備えるなど衛生管理の徹底に努めています。
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　※ミルク代４５.００円は別徴収。

金額

２８７円中学校

　※（　　）内はミルク給食実施回数

回数学校名回数学校名

１８４（１７２）立川第六中学校１６１（１６１）立川第一中学校

１８２（１８２）立川第七中学校１８８（１８８）立川第二中学校

１７４（１７４）立川第八中学校１７７（１７７）立川第三中学校

１７３（１７３）立川第九中学校１７８（１７８）立川第四中学校

１,６００（１,５８８）計１８３（１８３）立川第五中学校

１７８（１７６）平 均 実 施 回 数



②従事者

　月２回の腸内細菌検査や定期健康診断等により健康状態に常に注意しているほか、服装や手指

についても、常に清潔にするようにこころがけています。

　また、保健所の協力により年１回衛生講習会を開催し、衛生管理に関する専門性の向上や意識

高揚を図っています。

③食材料

　食材料の納入にあたっては、検収責任者立会いのもと、品質、品温、鮮度、賞味期限、規格、

数量、異物混入等について確認して記録しています。

　納入された食材料は、衛生管理のため一部を２週間冷凍保管しています。

　また、納入業者にも従業員の腸内細菌検査の結果や、微生物及び理化学検査の結果を提出させ

るなど衛生管理の徹底を促しています。

④調理・献立

　野菜・果物等は下処理室で３回以上洗浄し、異物混入等を確認しています。

　調理については、中心温度が７５℃、１分間以上の加熱を原則として、献立ごとの作業手順にし

たがって、調理器具等の消毒や取り扱い・使い分けに留意しながら必ず当日に行い、適切な温度

管理のもと、調理後２時間以内に喫食できるようにしています。調理後の食品については、共同

調理場及び各学校で検食を行うとともに、衛生管理のため一部を２週間冷凍保管しています。

　献立については施設・設備に余裕を持った作成を行うとともに、衛生管理上、なま物やあえも

のについては提供を中止しています。

　残菜・廃品処理についても、分別を徹底し、汚臭・汚液が漏れないように適宜集積場に搬出し、

搬出後は清掃を行っています。なお、給食の残菜等については、市が実施している「せん定枝資

源化事業」に協力して堆肥化を図ることで、環境にも配慮しています。

⑤その他

　配膳・配送・回収についても、適切な温度管理や清掃、日常点検、洗浄、殺菌など衛生管理の

徹底を図っています。

　児童・生徒に対しては、手洗いの励行や、小学校給食の配膳時は給食当番に白衣・マスク・帽

子着用を指導しています。

　そのほか、衛生管理体制の整備や、薬剤師等による各種の衛生検査を実施しています。

（４）　主要事業

①食教育事業

　近年、ライフスタイルの多様化などにより、子どもたちの食生活は大きく変化し、偏食や肥満

による生活習慣病の増加などが指摘されています。

　成長期にある児童・生徒に望ましい食習慣と自己管理能力を身につけさせるため、食の専門家

である栄養士が給食時間や食に関連する各教科等の時間に学級担任等と連携して、生きた教材で

ある学校給食を活用した授業をチームティーチング方式で実施しています。平成２１年度は、全小
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学校２０校で実施しました。

　今後はさらに支援指導の回数を増やし充実していく予定です。

　なお、中学校については１校で実施し、その他ポスター貼付等啓発活動やマニュアル作成を行

いました。

②新学校給食共同調理場整備運営事業

　現在の第一及び第二学校給食共同調理場の老朽化対策と運営の効率化を図るため、統合した新

共同調理場の検討を進めています。

　平成１９年度に事業化について調査・検討を行い、事業手法は、従来型の手法より、民間のノウ

ハウを活用するＰＦＩ（プライベート・ファイナンス・イニシアティブ）手法が最適であるとし

ました。また、計画地である市営一番町北住宅３・４号棟跡地は、敷地形状や面積から、４階建

ての建物となり、一般的な調理場である２階建てに比べて、ライフサイクルコストが増加すると

いう課題も明らかになりました。

　平成２０年度は、この敷地の課題についての検討を行い、立川基地跡地の公的利用を想定してい

る土地を新たな計画地とすることとし、平成２１年度に建設から運営に至る事業全体の検討を行い、

実施方針を公表しました。

　今年度（平成２２年度）は、事業者の募集及び選定を行い、事業契約の締結をする予定です。

＜参考資料＞

１　平均供給栄養量（児童・生徒１人１回当り）
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※平成２２年５月分

鉄カルシウム食塩相当量脂質たんぱく質エネルギー栄養素 
 区　分 （mg）（mg）（g）（％）（g）（kcal）

３.０３５０２.５未満エネルギー
の２５～３０％

範囲
１３～２８６６０国標準（中学年）

小学校
２.５３５７２.９３０.９２５.６６５８市平均（中学年）

４.０４２０３未満エネルギー
の２５～３０％

範囲
１９～３５８５０国標準

中学校
３.６４１３３.４２６.１３３.１８５１市平均

亜鉛マグネシウム食物繊維ビタミン栄養素 
 区　分 （mg）（mg）（g）C（mg）B2（mg）B1（mg）A（ngRE）

２.０８０６.０２３０.５００.４０範囲
１４０～４２０国標準（中学年）

小学校
３.０９５４.９３４０.５６０.３８２９６市平均（中学年）

３.０１４０７.５３３０.６００.６０範囲
２１０～６３０国標準

中学校
４.０１２２６.９５００.６７０.４８３１２市平均



２　食品分類別平均供給量（児童・生徒１人１回当り）
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（平成２２年５月分）　（単位　　ｇ）

中　学　校小　学　校
区　　　分

市平均国基準市平均（中学年）国基準（中学年）

７２.３６６４４.４４８　　 　 米　 　

７.３１３０１２.８０２３小 麦

パ　

ン

０.２１０.７５０.３５０.５７イ ー ス ト

０.１４０.６０.２００.４６食 塩

０.６３１.１０.７９０.８油脂類・ショートニング

０.８４１.１１.０７０.８砂 糖 類

０.２８１.１０.３９０.８脱 脂 粉 乳

２０６.０２０６２０９.４２０６牛 乳

１６.０９１２.７５小麦粉及びその製品（小麦粉重量）

４４.７４４３２.２３８芋 及 び 澱 粉

３.８４２.１３砂 糖 類

６.２６３.０６豆　 類 （ 戻 し ）

２２.５２２１６.３２０豆 製 品

２.７３.５０.９３.５種 実 類

４１.８３５３０.３２３緑 黄 色 野 菜

８９.７８２７０.１７０そ の 他 の 野 菜

３３.１４０２９.０３２果 物 類

７.２４３.４４き の こ 類（戻し）

４.２４２.２２藻　 類 （ 戻 し ）

２２.４２１１５.０１６魚 介 類

４.８４２.２３小 魚 類

２２.５１９２１.８１５肉 類

１４.７１４８.２６卵 類

８.２６４.１４乳 類

４.４４４.０３油 脂 類

※中学校の栄養量等は、弁当併用外注給食方式による給食（ミルクを含む）の数値



５．学校施設
　

（１）　教育環境の整備

　校舎の建築については、昭和２０年代半ばまで木造校舎が主流でしたが、それ以後、不燃化と児童・

生徒の急増に対応するため、鉄筋コンクリート校舎建築の動きが全国各地で見られるようになり

ました。立川市においても、昭和３３年に第一小学校が鉄筋コンクリート化され、続いて昭和３５年

には、第一・第二・第三中学校が相次いで鉄筋コンクリート校舎に改築されるなど、鉄筋コンク

リート化時代へと移行していきました。また、昭和３０年代後半から昭和４０年代後半にかけては、

児童・生徒が急増し、立川市においても、各地域に新しい学校が相次いで建築されました。現在

ある市内の小・中学校のほとんどは、この時期に改築あるいは新築されたものであり、現在では

かなりの老朽化が進んでいる状況であります。このため、立川市教育委員会では、将来的に校舎

の改築を検討しているほか、校舎や体育館、プールなどの大規模改造、便所等の改修などを年次

計画を立てて進めるほか、児童・生徒数の減少に伴って発生してきた余裕教室についても有効活

用を図るため、順次整備しているところです。

　南富士見小学校と多摩川小学校を廃止し、平成１６年４月１日に旧多摩川小の施設を仮使用して

新生小学校を開校し、旧南富士見小学校の施設を改修したのち新生小学校として平成１７年４月１

日から開校しました。

①校舎改築

　文部科学省の不適格改築の補助制度の中に「建築後おおむね１０年以上経過した非木造建物で、

教育機能上改築することがやむを得ないもの」という基準がある。立川市では、昭和３０年代後半

から昭和４０年代後半にかけて改築あるいは新築された校舎がほとんどであるため、今後、改築工

事の計画を行う必要性があります。

②校舎大規模改造

　各学校の校舎は老朽化が進み、防音機能の低下などにより、学校運営に支障を来たしている状

況です。このため、防音機能の復旧と校舎の各所改修を主として校舎大規模改造を、市の計画に

位置付け、年次的に進めております。

③体育館大規模改造

　過去、２５年経過で改築ということで計画化され、昭和５３年度から順次改築を進めてきましたが、

平成８年度から平成１２年度までは改築後２０年以上を経過した体育館を、躯体以外は全面的に改修

する大規模改造へと事業変更し、機能の向上を図りました。現在では、まず校舎の耐震補強工事

を行い、その状況から全校完了後に再開する予定です。

④校舎・体育館耐震補強

　阪神・淡路大震災を教訓として、災害時における児童・生徒の安全確保を図るとともに、地域

住民の応急避難場所としての機能も果たすため、平成７年度から校舎と体育館の耐震診断を順次

実施し、昭和５６年の新耐震設計法施行以前に建築された校舎について、必要に応じて補強工事等

を行ってきました。

　平成１５年度に小中学校施設の耐震化推進計画策定支援事業として文部科学省の補助金により耐

震補強工事の優先順位をつけた耐震推進改修計画の策定を行いました。それに基づき順次、耐震
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補強工事を実施しております。

⑤プール大規模改造

　設置後３０年前後を経過したプールについて、プール底面の表面塗装およびプールサイドの改修、

循環ろ過装置の改修を行っています。また、平成４年に文部省の環境衛生基準が改正されたこと

から、最近では腰洗い槽を撤去し、温水シャワーを設置する工事を先行して実施しています。

⑥便所改修

　排水系統の老朽化や衛生管理上の問題から、トイレ内部の全面的な改修を進めています。改修

については、使用上支障がないように１校につき２～３年かけて行っており、現在１９校が改修済

みです。校舎の大規模改造を行う学校については、その工事の中で行っており、改修が済んでい

ない学校についても、順次行う予定です。平成２２年度は、小学新一年生が使用するトイレ、各小

学校和式１個を除き、洋式便器に改修します。

⑦余裕教室の活用

　児童・生徒数の急激な減少が進んだことから、立川市においても多数の余裕教室が発生してい

ます。その活用については、平成５年度に余裕教室対策検討委員会がまとめた報告を踏まえて、

余裕教室を特別教室や会議室、多目的室、教材室などに転用し有効活用を図るとともに、生涯学

習時代を迎え、学校が社会教育施設としても役割を果たしていく必要性があることから、積極的

に地域開放を図っていくこととし、現在、第二・幸・新生小学校の３校の余裕教室の一部を会議

室や和室、多目的室として整備し、地域開放しています。なお、今後については、国の「２１世紀

教育新生プラン」などにより少人数指導のための教室需要が増加することが予測されていますの

で、そのための有効活用も図っていく必要があります。

⑧水飲栓直結化

　給水管の老朽化に伴い赤水化や残留塩素濃度の低下による対策として、公立小学校を対象に、

学校フレッシュ水道を実施して、給水管の改修工事を平成１９年度に１校、平成２０年度に５校、平

成２１年度に７校の計１３校を実施しています。平成２２年度、６校の実施により、第一小学校を除き

小学校１９校が完了します。

⑨小学校校庭の芝生化

　ヒートアイランド対策及び緑化対策に寄与するとともに、環境学習や地域コミュニテイの形成

など、快適で安全・安心な教育環境を整備するため、平成２０年度に新生小学校の校庭を芝生化し

ました。芝生出前講座として平成２１年度に第四小学校、平成２２年度に第七小学校の校庭の一部を

芝生化しました。また、平成２２年度は、校庭芝生に関する諸効果研究事業として西砂・若葉小学

校の校庭の一部を芝生化し、研究事業を行っています。

⑩第一小学校建替え事業

　立川市では市内小中学校の耐震化を順次進めて来ましたが、最終となる第一小学校は建替えを

行う計画になっています。そこで平成２１年度に作成した建替え事業マスタープランを基に学校を

中心とした複合化施設の設計作業を進め、平成２４年度の着工、平成２６年度中の新規開校を目標と

して、地域の核となる施設の建設を目指します。
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（２）　学校施設の現況
　

①小学校

プール規模教室数
体育館面積校舎面積敷地面積学校名

小プール大プール特別普通

２５m×１０m１３１４６９６㎡４８００㎡１２,６０２㎡第 一 小 学 校

２８.６６㎡２５×１１.５１６１３８５２６,０７２１３,２３１第 二 小 学 校

１２m×４.５m２５m×１０m１０１８８７１５,４１９１１,８０８第 三 小 学 校

１０m×４.５m
２５m×１２m

１３１５８８３５,５８６１５,１４１第 四 小 学 校

７m×４m１３１９８６８５,７８６１５,６２４第 五 小 学 校

１０m×４.５m２５m×１０m１２１２８６８５,２２５１１,１３７第 六 小 学 校

６m×４m２５m×１１.５m１１７９２１３,８９９１５,２２７第 七 小 学 校

１６３.２３㎡

２５m×１０m

１７１８１,０４１７,２０２１９,７２４第 八 小 学 校

１０m×５m１３２０７２５５,６０２１２,３７０第 九 小 学 校

３３．２８㎡１０１４７６７４,５３１１５,７１６第 十 小 学 校

６m×４m
１６１５７１３７,２３３１５,９７７けやき台小学校

８１８７１０５,３７３１４,９７８西 砂 小 学 校

１０m×４.５m

１０１２７４９４,６５７９,６２６南 砂 小 学 校

２０７７３７５,９０５１６,４４１若 葉 小 学 校

１７１２７６８５,９００１６,１６５幸 小 学 校

１６１４７３５６,１０８１６,１４４松 中 小 学 校

１４１１７５６５,４１０１６,３７５大 山 小 学 校

７m×４m１４１８８８２６,３０１１６,７２８柏 小 学 校

１０m×４.５ｍ２５m×１２m１３１８８５２５,４３４１２,４１９上砂川小学校

６m×４m２５m×１０m１２１８７１０６,３４１１５,５１６新 生 小 学 校

２６８２９３１６,１０４㎡１１２,７８４㎡２９２,９４９㎡計

②中学校

プール規模教室数
体育館面積校舎面積敷地面積学校名

小プール大プール特別普通

２５m×１３m

２３１３１,４２８㎡６,６９７㎡１６,７３２㎡立川第一中学校

２１１６１,７６５７,３９５２５,２３４立川第二中学校

２２１２１,７１３７,２６６１８,１６７立川第三中学校

１８１２１,５４１７,０８４１７,２１３立川第四中学校

１９２２１,５９７７,５５２１９,００７立川第五中学校

２１１２９７５７,４７６２１,２６０立川第六中学校

２１１４１,３９３７,３４２２１,７４６立川第七中学校

１９６１,３９２６,７５１１８,０９７立川第八中学校

２０９１,３９７７,２１０１８,３９１立川第九中学校

１８４１１６１３,２０１㎡６４,７７３㎡１７５,８４７㎡計



６．小・中学校
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（１）　小・中学校一覧

①小学校

平成22年4月1日

開校記念日創立年月日副校長名校長名電話番号所在地学校名

  3月  3日明  3年  3月  3日富田　　清操木　　豊523－4428柴崎町2－20－3第 一 小 学 校

  9月  6日昭  4年  9月  2日堀田　益男浅川　　縁523－4438曙町3－23－1第 二 小 学 校

  3月11日昭12年  1月  8日大谷　憲司小池愼一郎523－4448錦町3－4－1第 三 小 学 校

11月27日昭15年11月25日池田　泰章月岡　正明523－5228富士見町4－4－1第 四 小 学 校

11月27日昭15年11月27日森村　聡彦向井　雄次523－5238高松町1－12－25第 五 小 学 校

  4月15日昭25年  2月  1日森　　清隆闍野　明彦523－5248羽衣町2－29－22第 六 小 学 校

  4月25日昭33年  4月  1日杉本　信代記野　邦彦523－5348錦町5－6－43第 七 小 学 校

  2月15日明33年  7月27日宇山　幸宏田中　洋子536－0031幸町2－1－1第 八 小 学 校

11月27日明  5年  5月    日石田　孝士兒嶋　重明536－2231上砂町2－18－1第 九 小 学 校

10月  2日昭40年  4月  1日平山　公彌三宅　　弘536－2711柏町1－31－1第 十 小 学 校

10月  3日昭41年  9月  1日三木　秀子畠山　正樹536－1875若葉町1－13－1けやき台小学校

  6月17日昭42年  4月  1日豊田　恒人武田　好史531－2082西砂町2－34－2西 砂 小 学 校

  6月  1日昭45年  4月  1日高田　幸男内野　康之525－1474栄町2－2－1南 砂 小 学 校

10月27日昭46年  4月  1日山下　裕夫井上　和芳536－3971若葉町4－24－1若 葉 小 学 校

10月27日昭46年  4月  1日小闢　　仁佐藤喜重郎536－3961幸町5－68－1幸 小 学 校

10月27日昭46年  4月  1日宮城　惠子武田　伸一531－3821一番町5－8－5松 中 小 学 校

10月20日昭47年  4月  1日田中　光晴駒井　隆治535－2850上砂町1－5－33大 山 小 学 校

  2月  1日昭52年  2月  1日町田　浩一高藤　一伸537－1962柏町4－8－4柏 小 学 校

  5月  1日昭58年  4月  1日野口　知義飯田　芳男537－1801上砂町5－12－2上砂川小学校

  2月25日平16年  4月  1日後藤　宏文吉岡　一彦524－3148富士見町6－69－1新 生 小 学 校

②中学校

開校記念日創立年月日副校長名校長名電話番号所在地学校名

  5月  1日昭22年  4月  1日大堀　　浩嶋闢　政男523－4328柴崎町1－3－4立川第一中学校

  5月  4日昭22年  4月  1日大神田佳明常盤　　隆523－4338曙町3－29－46立川第二中学校

  4月10日昭26年  4月10日坂詰　悦子小沼　孝行523－4348羽衣町3－25－6立川第三中学校

  5月26日昭22年  4月  1日秋野　宏之伊藤　洋英536－2411幸町5－49－1立川第四中学校

  6月  9日昭39年  4月  1日長谷川　聡國島　健二536－2511上砂町3－27－1立川第五中学校

  6月17日昭49年  2月  1日須藤　和博浅川　公一537－3195泉町786－16立川第六中学校

  5月  4日昭53年  4月  1日井土　　満粟野　正石531－0511西砂町6－28－3立川第七中学校

  5月  2日昭53年  4月  1日小林　正隆鈴木　達夫526－2007富士見町7－24－1立川第八中学校

11月  2日昭54年  4月  1日間中　和男山口　俊浩535－1415若葉町3－19－5立川第九中学校
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（２）　児童・生徒数および学級数
　

①小学校

（平成22年5月1日現在）

学級数児童数
学校名

計6年5年4年3年2年1年計6年5年4年3年2年1年
12222222432767464717473第 一 小 学 校 （2）（15）（2）（2）（2）（6）（3）

13222223350495365455187第 二 小 学 校 （4）

183333335559889829610486第 三 小 学 校

1523323250475831026610276第 四 小 学 校

17323333534967984918896第 五 小 学 校 （2）（13）（1）（5）（2）（2）（3）

12222222334536855476150第 六 小 学 校

7121111195304340293518第 七 小 学 校 （5）

14323222466897290698165第 八 小 学 校

163223335261077879869482第 九 小 学 校 （3）（20）（5）（1）（1）（6）（3）（4）

12222222377656862546959第 十 小 学 校 （2）（15）（1）（4）（3）（1）（3）（3）

15223323492746583947997けやき台小学校 （4）

183332345699296888096117西 砂 小 学 校

12222222322445359534667南 砂 小 学 校

6111111176283337202830若 葉 小 学 校 （1）（7）（1）（1）（1）（2）（2）

12222222415697665687265幸 小 学 校

14322322424816171816466松 中 小 学 校 （4）

11222221310655555465138大 山 小 学 校

18333333582104951008498101柏 小 学 校 　

18333333652114108102106110112上砂川小学校

1723333354169928810310386新 生 小 学 校 （1）（8）（1）（2）（2）（2）（1）

2774645474646478,7561,4781,4411,4711,3891,5061,471計 （28）（78）（11）（10）（14）（19）（14）（10）

　　　　　　　　　（　）内は特別支援学級、通級指導学級の児童数・学級数で外数
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②中学校

（平成22年5月1日現在）

学級数生徒数
学校名

合計3年2年1年合計3年2年1年
11434377131112134立川第一中学校 （2）（9）（4）（2）（3）
14455499156165178立川第二中学校 （2）（13）（2）（6）（5）
12444433141144148立川第三中学校

12444422124138160立川第四中学校

20776731259249223立川第五中学校 （3）（17）（3）（5）（9）
1043333612711594立川第六中学校 （2）
13544470174156140立川第七中学校

6222213716676立川第八中学校 （2）
8233236628193立川第九中学校

1063635353,7171,2451,2261,246計 （11）（39）（9）（13）（17）

（　）内は特別支援学級、通級指導学級の生徒・学級数で外数

（３）　児童・生徒数の推移

①小学校
（各年５月１日現在）

児童数
学級数校数年次

女男総数
──９,５０４２６３１４昭和４５
６,３４１６,８８２１３,２２３３５６１８５０
７,３４２７,９６２１５,３０４４１０２０５５
６,１９８６,５１３１２,７１１３６３２１６０
４,８７４５,１８７１０,０６１３１２２１平成  ２
４,０７８４,２８５８,３６３２８１２１１０
４,０４５４,２７９８,３２４２７９２１１１
４,０３０４,２９９８,３２９２７８２１１２
４,０８９４,２８８８,３７７２７５２１１３
４,１２２４,２７６８,３９８２７９２１１４
４,１７１４,３２２８,４９３２８０２１１５
４,３０５４,３７３８,６７８２８９２０１６
４,３２２４,４６２８,７８４２９５２０１７
４,３４４４,４２５８,７６９２９４２０１８
４,３６６４,４９７８,８６３３００２０１９
４,３２８４,５０６８,８３４２９９２０２０
４,３１２４,５２８８,８４０２９９２０２１
４,２６２４,５７２８,８３４３０５２０２２

②中学校
（各年５月１日現在）

生徒数
学級数校数年次

女男総数
──３,７６１９４５昭和４５
２,２４３２,４０８４,６５１１１３６５０
２,９２３３,１９５６,１１８１５５９５５
３,３３０３,７４７７,０７７１７５９６０
２,７５５２,９７６５,７３１１５５９平成  ２
２,００６２,１０８４,１１４１２２９１０
１,９４４２,０２４３,９６８１１９９１１
１,９０７１,９７３３,８８０１１６９１２
１,８８９１,９３８３,８２７１１７９１３
１,８６５１,９０９３,７７４１１６９１４
１,８０１１,８９４３,６９５１１３９１５
１,７７８１,９１２３,６９０１１４９１６
１,８１１１,８９５３,７０６１１１９１７
１,８２６１,９１７３,７４３１１５９１８
１,８８５１,８９１３,７７６１１５９１９
１,８６５１,９１７３,７８２１１８９２０
１,８９３１,８９３３,７８６１１４９２１
１,８６８１,８８８３,７５６１１７９２２

学級数、児童・生徒数は特別支援学級、通級指導学級を含む　　
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（４）　学校職員数

（平成２２年５月１日現在）

合

計

市 費 職 員都 費 職 員区 分

校 名

計

特
別
支
援
学
級
指
導
嘱
託

特
別
支
援
学
級
指
導

給

食

配

膳

嘱

託

給

食

配

膳

用

務

嘱

託

用

務

調

理

嘱

託

調

理

栄

養

士

事

務

嘱

託

事

務

計

嘱

託

職

員

等

事

務

職

員

充

当

指

導

主

事

養

護

教

諭

特
別
支
援
学
級
教
諭

通

常

学

級

教

諭

副

校

長

校

長 ＊１＊１＊１

328261141112211131511第 一 小 学 校
23116141112511151611第 二 小 学 校
4343611141112811212211第 三 小 学 校
528361114112222111811第 四 小 学 校
535471111141112811132111第 五 小 学 校
32425113111191111511第 六 小 学 校
22625113110211171011第 七 小 学 校
427361114111211111711第 八 小 学 校
6294321111122621141811第 九 小 学 校
32422111112211131511第 十 小 学 校
33022111112811161811けやき台小学校
3282211111261112211西 砂 小 学 校
3212211111191111511南 砂 小 学 校
119142111015112911若 葉 小 学 校
3213211111019111511幸 小 学 校
428321111112611151711松 中 小 学 校
3212321111181111411大 山 小 学 校
3272211111251112111柏 小 学 校
229132111261112211上砂川小学校
331241211112711122111新 生 小 学 校
655414678357151020630820194631920220403412020小学校　　計
2272112261131911立川第一中学校
329211212811132111立川第二中学校
32431112231111911立川第三中学校
32521121241112011立川第四中学校
343211214211143411立川第五中学校
3252112124111131611立川第六中学校
227211226112211立川第七中学校
319211211811131111立川第八中学校
221211220111611立川第九中学校
242401991918523169191617899中学校　　計
897816587357151129630838246942529329565192929合 計

＊1　右欄の数字は嘱託員等の数で外数
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（５）　通学区域

（平成２２年５月１日現在）

通　　　学　　　区　　　域学校名

柴崎町１～６丁目（全町）第 一 小 学 校

曙町１丁目～１１～３７、　２・３丁目、高松町３丁目１５（１１～１９）、１６
（９～１６）、１７（１０～１６）、１８（９～１５）、１９（１２～１４）、２０（９～１４）、
２１（１２～１９）、２２～３２

第 二 小 学 校

錦町１・３・４・６丁目第 三 小 学 校

富士見町１・２丁目、３丁目１～９、　４・５丁目、　曙町１丁目１～１０第 四 小 学 校

高松町１・２丁目、３丁目１～１４、１５（１～１０、２０～２５）、１６（１～８、
１７～２２）、１７（１～９、１７～１９）、１８（１～８、１６～２１）、１９（１～９、
１５～１９）、２０（１～８、１５～２０）、２１（１～１１、２０～２５）、栄町３丁目
１～２９、４丁目１～４３、　緑町

第 五 小 学 校

羽衣町１～３丁目（全町）第 六 小 学 校

錦町２・５丁目第 七 小 学 校

栄町２丁目４４～４６、４丁目４４～４７、５・６丁目、幸町１～３丁目第 八 小 学 校

砂川町１丁目３１～５６、２丁目１～６４、３丁目１～２５、４丁目１～４７、
５丁目１５（２～３）、１６～２０、上砂町２丁目９～４５、３丁目１２～６１、４
丁目１～４１、一番町１丁目４１～６１、２丁目１～１３、４丁目１～１６

第 九 小 学 校

柏町１・２丁目、砂川町１丁目１～３０、５７～６７、５丁目１～１４、１５（１・
４～６）、２１～５４、６丁目１～３、４（１～１０）、５～２６、泉町１１５６

第 十 小 学 校

若葉町１・２丁目けやき台小学校

一番町６丁目１８～２９、西砂町１～７丁目（全町）西 砂 小 学 校

栄町１丁目６～３９、２丁目１～４３、４７～６９、３丁目３０～６３南 砂 小 学 校

若葉町３・４丁目若 葉 小 学 校

幸町４～６丁目幸 小 学 校

一番町２丁目１４～４９、３丁目、４丁目１７～７３、５丁目、６丁目１～１７松 中 小 学 校

砂川町２丁目６５～７１、上砂町１丁目、２丁目１～８、３丁目１～１１、
一番町１丁目１～４０

大 山 小 学 校

柏町３～５丁目、砂川町６丁目４（１１～１３）、２７～４８、７丁目１～３９
（４を除く）、５１～５５

柏 小 学 校

砂川町３丁目２６～４７、４丁目４８～７２、７丁目４、４０～５０、５６～６０、８
丁目、上砂町４丁目４２～５６、５～７丁目

上 砂 川 小 学 校

富士見町３丁目１０～２１、６・７丁目新 生 小 学 校

第一小学校・第四小学校区立川第一中学校

第二小学校・第五小学校・南砂小学校区立川第二中学校

第三小学校・第六小学校・第七小学校区立川第三中学校

幸小学校・柏小学校区立川第四中学校

第九小学校・大山小学校・上砂川小学校区立川第五中学校

第八小学校・第十小学校区立川第六中学校

西砂小学校・松中小学校区立川第七中学校

新生小学校区立川第八中学校

けやき台小学校・若葉小学校区立川第九中学校


